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Ⅰ．緒言
我が国における出産場所は1950年では約96％が自宅・助

産所１）であったが、その後病院や診療所といった施設に移
行し、2014年現在、助産所出産の割合は0.8％で、自宅出産
の0.2％を加えても自宅・助産所出産の割合はわずか１％で
ある。

このような状況の中ではあるが、一部の女性たちは出産
に関しての自分のニーズに応えてくれる場として助産所出
産を選択している。助産所での出産を選択する女性は、出
産そのものに対する自分の明確な意思を持ち２～３）、病産院
で出産した女性よりも満足度が高く３～４）、豊かな出産体験
をしている５～６）ことが先行研究で明らかにされている。

そこで、本研究の目的は、分娩を取り扱う有床助産所が
県内に４カ所といったＢ県内の一助産所であるＡ助産所で
出産した初産婦の助産所出産選択の意思決定要因を明らか
にすることと、助産所出産の体験を分析することである。

Ⅱ．研究対象及び方法
Ａ助産所出産を選択し、研究協力の得られた初産婦５名

を対象として、助産所内にて半構成式面接を妊娠中及び出
産後の２回実施した（１名は出産後のみ面接）。

面接内容は逐語録を作成し、質的帰納的に分析した。尚、
本研究は大学倫理委員会の承認後実施し、研究参加者には
書面で同意を得た。　

調査内容は、助産所での出産を選んだ理由、助産所の助
産師に受けたいケアとケアを受けた感想などである。

調査期間は、平成26年５月23日から平成27年４月16日ま
でである。

Ⅲ．結果
１．対象者の背景

研究参加者の平均年齢は29.4歳であった。里帰り出産の
有無については、対象者の５名中４名が里帰り出産であっ
た。
２．助産所出産選択の意思決定要因（表１）

分析の結果、Ａ助産所での出産の選択に繋がった理由は、
17のサブカテゴリーと５つのカテゴリーで構成された。

文中ではカテゴリーを【　】、サブカテゴリーを＜　＞で
表す。

Ａ助産所での出産の選択に繋がった理由として、初産婦
は自身の抱いている【病・産院の医療に対する疑問】から
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の実現場所として主体的に助産所出産を選択するという出
産に対するこだわりを持っていた。またその選択において
は、【助産師のこだわりに対する共感】と、【家族の同意】
が助産所出産の選択を後押ししていた。

以下、カテゴリーとそれぞれに含まれるサブカテゴリー
を示す。
１）病・産院の医療に対する疑問

【病・産院の医療に対する疑問】は、＜医療行為の否
定＞＜病院でのケアシステムへの疑問＞の２つのサブカテ
ゴリーから構成された。
２）助産所に関する情報

【助産所に関する情報】は、＜出産した友人・知人から
の情報＞＜助産所自体への興味＞＜ＨＰを見て＞＜助産所
の見学をして＞の４つのサブカテゴリーから構成された。
３）思い描く出産

【思い描く出産】は、＜安心して産みたい＞＜自然に産
みたい＞＜生まれてくる子どもの力を信じて産みたい＞
＜自分の産む力を信じて産みたい＞＜自分のしたいお産が
できそう＞＜妊娠中から１対１で対話ができる＞＜一人ひ
とりに合ったお産ができそう＞の７つのサブカテゴリーか
ら構成された。
４）助産師のこだわりに対する共感

【助産師のこだわりに対する共感】は、＜助産所の食事
に共感＞の１つのサブカテゴリーであった。
５）家族の同意

【家族の同意】は、＜夫が助産所出産に同意した＞＜義
母が助産所出産に同意した＞＜実母が助産所出産に同意し
た＞の３つのサブカテゴリーから構成された。
３．助産所出産の体験の振り返り（表２）

分析の結果、助産所出産の体験の振り返りは、14のサブ
カテゴリーと５つのカテゴリーで構成された。

助産所出産の体験の振り返りでは、妊娠期からの助産師
と築いた良い関係をもとに【助産師への信頼】が生まれ、
主体的に出産することで【出産の満足感】が得られ、助産
所での出産や生活は、出産前後の【家族との良い関係・時
間】をもたらしていた。また、女性たちの発言からは、特
に食事に対しての【助産師のこだわりに対する共感】が感
じられた。また助産所での入院生活は、退院後の食事作り
や今後の生活に生かしたいとの言葉も聞かれ、【今後に繋が
る学び】ともなっていた。

以下、カテゴリーとそれぞれに含まれるサブカテゴリー
を示す。
１）助産師への信頼

【助産師への信頼】は、＜助産師の対応に満足＞＜安心
感があった＞＜退院してからも相談に乗ってもらえそう＞
の３つのサブカテゴリーから構成された。
２）出産の満足感

【出産の満足感】は、＜自分・赤ちゃん・助産師の皆で
産んだ＞＜赤ちゃん・家族・助産師に感謝＞＜自分で産め
た＞＜また助産所で産みたい＞＜家族に見守られながら産
めて良かった＞＜お産は満足だった＞の６つのサブカテゴ
リーから構成された。
３）家族との良い関係・時間

【家族との良い関係・時間】は、＜夫と一緒に産んだと
いう感覚がある＞＜夫も一緒に子育てできていると感じ
る＞の２つのサブカテゴリーから構成された。
４）助産師のこだわりに対する共感

【助産師のこだわりに対する共感】は、＜こだわりの食
事に共感＞の１つのサブカテゴリーであった。
５）今後に繋がる学び

【今後に繋がる学び】は、＜食事は勉強になる＞＜自分
の生活を見直す視点が持てた＞の２つのサブカテゴリーか
ら構成された。

Ⅳ．考察
１．助産所出産選択の意思決定要因

今回Ａ助産所での出産を選択した初産婦は、「もともと病
院には行かないほう」「お産は病気ではない」といった＜医
療行為の否定＞や、「病院での対応が機械的で不快だった」
といった＜病院でのケアシステムへの疑問＞が、【病・産院
の医療に対する疑問】に繋がり、【思い描く出産】ができそ
うな病・産院以外の分娩施設である助産所に関心を向ける
ことに繋がっていた。よって、初産婦の助産所出産の選択
においては、妊娠以前からの医療機関とのかかわりや考え
方が、大きく影響していた。佐々木７）は、「救急処置を中
心とした医療体制が不十分な助産所分娩を選択した者は、
助産所での出産を意思決定することで、正常な経過になる
ように自己管理をする意識が高くなる」と述べており、本
研究対象者も妊娠以前からの健康に関しての自己管理に自
信があり、妊娠・出産時もそれを継続できると考えたので
あろう。

【思い描く出産】の実現場所選択では、＜出産した友人・
知人からの情報＞や＜助産所自体への興味＞から助産所出
産を検討し、実際に＜ＨＰを見て＞＜助産所の見学をし
て＞、主体的にＡ助産所での出産を選択していた。また初
産婦が【思い描く出産】は、＜安心して産みたい＞＜自然
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に産みたい＞＜生まれてくる子どもの力を信じて産みた
い＞＜自分の産む力を信じて産みたい＞＜自分のしたいお
産ができそう＞＜妊娠中から１対１で対話ができる＞＜一
人ひとりに合ったお産ができそう＞と、やや抽象的な面も
あるが主体的で目的意識を持ったものであった。これは、
助産所出産を選択する妊婦は出産に対して目的意識が高く
主体的である２～３，８）とした先行研究と同様であった。

さらに助産所出産選択に夫や義母、実母が同意したこと
もその選択の後押しになっており、逆に身近な家族が助産
所出産に同意しなければ、その選択は難しくなるというこ
とが改めて確認できた。

２．助産所出産の体験の振り返り
Ａ助産所では、妊娠期は通常、管理者である常勤助産師

１名がケアを行っている。それにより妊娠期から一貫した
支援が可能となり、出産時の＜助産師の対応に満足＞＜安
心感があった＞や、＜退院してからも相談に乗ってもらえ
そう＞といった【助産師への信頼】がうかがえる発言につ
ながった。先行研究では、「継続的で一貫した支援を提供す
ることで助産師への安心感・信頼が確固となり、妊産婦が
主体的な出産に向けて行動していた」９）、「妊婦にとって信
頼のおける助産師が、出産に向けて心身を整えていくこと
の重要性を繰り返し説くからこそ、妊婦は少しずつ主体的
に妊娠・出産に取り組もうと自覚を持つ」10）と述べている。
信頼できる助産師が傍らにいることで、産婦は自らが【思
い描く出産】に向けて主体的に取り組むことができるので
ある。Ａ助産所の【助産師への信頼】は、前年度に行った
同助産院での経産婦に対する調査でも同様で、初産、経産
に関わらず、同助産師のケアが信頼に足るものであること
を裏付けていると考える。

信頼している助産師や家族とともに出産し、初産婦は、
＜自分・赤ちゃん・助産師の皆で産んだ＞＜赤ちゃん・家
族・助産師に感謝＞＜自分で産めた＞＜また助産所で産み
たい＞＜家族に見守られながら産めて良かった＞＜お産は
満足だった＞と【出産の満足感】を感じていた。鈴木３）は、
出産の満足感につながる因子として、「出産に関する環境」

「お産の経過」「精神的サポート」の３つを挙げている。今
回の調査でもＡ助産所という環境や【思い描く出産】が実
現でき、出産を振り返った時にその経過を客観的にプラス
評価できたこと、助産師や家族の精神的サポートを受けら
れたことが、最終的な【出産の満足感】につながった。また、
出産後には研究対象者全員が具体的な言葉で語ってはいな
かったが、助産所出産の選択理由で語られた＜自分の産む
力を信じて産みたい＞＜自分のしたいお産できそう＞と

いった【思い描く出産】ができた、＜自分で産めた＞、自
分には産む力があった、自分のしたいお産ができたことも、

【出産の満足感】に繋がったと考える。この出産体験は、初
産婦に自信をもたらしたに違いない。自信は、自分自身の
能力を信じることである。二川11）は、「自分の力を全活用
せずに妊娠・出産を終えることは、女性の人間的な成長・
新しい自分の獲得を抑制することにもつながる」と述べて
おり、自分を信じ、主体的に出産に取り組んだ女性は、人
間的に成長できることを逆説的に示している。出産体験で
得た自信が、今後の子育てをする上での力になると考える。

Ａ助産所では、出産前後に家族が泊まり込んで一緒に過
ごすことが出来る。それによって、＜夫と一緒に産んだと
いう感覚がある＞＜夫も一緒に子育てできていると感じ
る＞といった【家族との良い関係・時間】を初産婦は感じ
ていた。現代は核家族が一般的で、里帰り先から自宅に帰
ると母親一人で育児をする時間がどうしても多くなりがち
であるが、出産直後に夫と一緒に育児をした時間や経験が、
自分がつらい時には夫がきっと助けてくれるであろうとい
う夫との絆の強まりをもたらすと考える。それは、少人数
の入院患者を対象としている助産所ならではの入院環境が
もたらす良い効果とも言えよう。

また、女性たちの発言からは、特に食事に対しての【助
産師のこだわりに対する共感】が感じられた。また助産所
での入院生活は【今後に繋がる学び】ともなり、退院後の
食事作りや今後の生活に生かしたいとの言葉も聞かれた。
私達の身体は、私達が食べたもので出来上がっている。初
産婦は、食を大事にすることは健康に生きていくために欠
かせないことを出産後の生活で再確認し、今後、家族の健
康を自分の作る食事で守っていこうと考えた。

最後に、緒言で述べたように助産所での出産は、全出産
数のわずが１％である。どこで、どのように出産するかを
妊婦が主体的に考え、選択できるような情報の提供が今後
さらに必要と考える。そうすることによって、最終的にど
こで産んでも満足度の高い出産に一歩近づくことができる
だろう。一人の女性が一生のうちに体験する出産数は少な
い。多くの女性が人生の中の数少ない出産に主体的に臨み、
かつそれが満足できることが、その後の育児に取り組む大
きな力になっていく。病・産院等の出産であっても妊産褥
婦の出産についてのニーズを受け止め、常にその希望に寄
り添ったケアを妊娠期から一貫して、可能であれば同じ助
産師が行い、産婦が家族の見守りやサポートを受けながら
出産することが出来れば、それは実現できる。
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Ⅴ．研究の限界
本研究は、Ｂ県内の一助産所での出産を選択した女性へ

の調査であり、症例数も少ないことから、導かれた結果に
は限界がある。

今後は研究の症例数を増やして、本研究の信頼性や妥当
性を高めたいと考える。

Ⅵ．結論
一施設での調査ではあるが、助産所出産を選択した要因

として初産婦は、自身の抱いている【病・産院の医療に対
する疑問】から【助産所に関する情報】を収集して、自ら
が【思い描く出産】の実現場所として主体的に助産所出産
を選択するという出産に対するこだわりを持っていた。ま
たその選択においては、【助産師のこだわりに対する共感】
と、【家族の同意】が助産所出産の選択を後押ししていた。

助産所での出産は、妊娠期からの助産師と築いた良い関
係をもとに【助産師への信頼】が生まれ、主体的に出産す
ることで【出産の満足感】が得られ、助産所での出産や生
活は、出産前後の【家族との良い関係・時間】をもたらし
ていた。また、女性たちの発言からは、特に食事に対して
の【助産師のこだわりに対する共感】が感じられた。また
助産所での入院生活は【今後に繋がる学び】ともなり、退
院後の食事作りや今後の生活に生かしたいとの言葉も聞か
れた。
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表１　助産所出産選択の意思決定要因

カテゴリー サブカテゴリー

病・産院の医療に対
する疑問

医療行為の否定
病院でのケア・システムへの疑問

助産所の情報

出産した友人・知人からの情報
助産所自体への興味
ＨＰを見て
助産所の見学をして

思い描く出産

安心して産みたい
自然に産みたい
子どもの生まれてくる力を信じて産
みたい
自分の産む力を信じて産みたい

自分のしたいお産ができそう
妊娠中から１対１で話ができる
一人ひとりに合ったお産ができそう

助産師のこだわりに
対する共感 助産所の食事に共感

家族の同意
夫が助産所出産に同意した
義母が助産所出産に同意した
実母が助産所出産に同意した

表２　助産所出産の振り返り

カテゴリー サブカテゴリー

助産師への信頼

助産師の対応に満足
安心感があった
退院してからも相談にのってもらえ
そう

出産の満足感

自分・赤ちゃん・助産師の皆で産ん
だ
赤ちゃん・家族・助産師に感謝
自分で産めた
また助産所で産みたい
家族に見守られながら産めて良かっ
た
お産は満足だった

家族との良い関係・
時間

夫と一緒に産んだという感覚がある
夫も一緒に子育てをできていると感
じる

助産師のこだわりに
対する共感 こだわりの食事に共感

今後に繋がる学び
食事は勉強になる
自分の生活を見直す視点がもてた
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